
静岡北部の南アルプスに
おける地滑り観測の速報

だいち2号(ALOS2 PALSAR2)により観
測された合成開⼝レーダ(SAR)データを⽤
いて、地滑りと考えられる地表変位の⾯的
な把握をした。具体的には、図1にある矩
形範囲で2時期のデータ(表1)を組み合わせ
た⼲渉ペアについて解析し隆起、沈降の変
位を⽣じている地域を抽出し、地滑りによ
る変位と考えられる箇所を特定できた(図
2,3)。本報告は速報なので、今後、データ
を追加し検証を進める。

したがって、観測衛星データを活⽤して、
⽇頃から動いている地滑りを監視する体制
を構築した成果の⼀つと考えている。 図1 観測衛星データの観測範囲

表1 データの⼲渉ペア
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図2 地滑りによる変位と考えられる箇所を特定
した例。LOS⽅向変位量図と呼ばれる図を部分拡
⼤したもので、その図に⾚マルで印をつけた。

図3 観測範囲内での地滑りによる変位と考えられる箇所を特定し
た図。Google Earthを使⽤し、ピンで印をつけた。


